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了
し
、
市
に
道
路
が
帰
属
さ
れ

る
た
め
、
起
終
点
の
変
更
と
な

る
２
路
線
を
廃
止
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
全
員
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

▽
市
道
２
級
35
号
線
ほ
か
２
路

線
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
＝
館

林
市
広
域
防
災
拠
点
整
備
事
業

用
地
の
第
１
期
造
成
工
事
が
完

了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
起
終
点

の
変
更
と
な
る
２
路
線
を
改
め

て
市
道
と
し
て
認
定
す
る
と
と

も
に
、
１
路
線
を
通
り
抜
け
可

能
な
道
路
と
し
て
新
た
に
認
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
全
員

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
市
道
８
１
７
５
号
線
の
路
線

廃
止
に
つ
い
て
＝
都
市
計
画
道

路
西
部
１
号
線
の
ア
ン
ダ
ー
が

開
通
し
、
東
武
鉄
道
佐
野
線
第

８
号
踏
切
を
閉
鎖
し
た
こ
と
に

伴
い
、
道
路
の
通
行
形
態
が
変

わ
っ
た
た
め
、
起
終
点
の
変
更

と
な
る
路
線
を
廃
止
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
市
道
８
１
７
５
号
線
ほ
か
１

路
線
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
＝

東
武
鉄
道
佐
野
線
第
８
号
踏
切

の
閉
鎖
に
伴
い
、
市
道
が
分
断

さ
れ
る
こ
と
か
ら
起
終
点
を
変

更
し
、
２
路
線
を
認
定
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

用
料
及
び
下
水
施
設
使
用
料
を

滞
納
し
、
再
三
の
催
告
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
納
付
に
応
じ
な
か

っ
た
市
営
住
宅
の
入
居
者
に
対

し
て
、
市
営
住
宅
の
明
渡
し
及

び
滞
納
家
賃
等
の
支
払
い
を
求

め
る
訴
え
を
提
起
し
、
又
は
和

解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
全

員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
＝
館

林
市
広
域
防
災
拠
点
整
備
事
業

用
地
の
第
１
期
造
成
工
事
が
完

了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
群
馬
県

企
業
局
よ
り
、
面
積
３
万
６
６

４
４
・
２
８
㎡
の
医
療
施
設
用

地
を
金
額
９
億
５
１
５
２
万
１

１
５
８
円
で
取
得
す
る
に
当
た

り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
ら
れ

た
も
の
で
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
館
林
市
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

＝
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
、
本
年
３
月
31
日

に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

法
人
市
民
税
に
お
い
て
、
納
期

限
を
延
長
す
る
場
合
の
延
滞
金

に
つ
い
て
、
国
税
に
お
け
る
利

子
税
の
計
算
期
間
の
見
直
し
な

ど
に
伴
う
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
税
に
お
い

て
、
平
成
30
年
度
評
価
替
え
に

伴
い
、
土
地
に
係
る
負
担
調
整

措
置
等
の
現
行
制
度
が
平
成
32

年
度
ま
で
継
続
さ
れ
た
こ
と
な

ど
の
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
し
専
決
処
分
し
た
も
の
で
、

全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
館
林
市
都
市

計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
）
＝
地
方
税
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
、
本
年

３
月
31
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
固
定
資
産
税
と
同
様

に
、
都
市
計
画
税
に
お
い
て
も

平
成
30
年
度
評
価
替
え
に
よ
り
、

土
地
に
係
る
負
担
調
整
措
置
等

の
現
行
制
度
が
平
成
32
年
度
ま

で
継
続
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
た

め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し

専
決
処
分
し
た
も
の
で
、
全
員

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
館
林
市
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
）
＝
地
方
税
法
施

行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
が
、
本
年
３
月
31
日
に
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
間
の
保
険

税
負
担
の
公
平
の
確
保
及
び
中

低
所
得
層
の
保
険
税
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
国
民
健
康
保

険
税
の
基
礎
課
税
額
に
係
る
課

税
限
度
額
を
54
万
円
か
ら
58
万

円
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
低
所
得
者
の
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減
措
置
に
つ
い

て
、
世
帯
の
軽
減
判
定
所
得
を

見
直
し
、
保
険
税
軽
減
の
対
象

を
拡
大
す
る
た
め
、
５
割
軽
減

の
対
象
と
な
る
世
帯
の
軽
減
判

定
所
得
の
算
定
に
お
い
て
、
被

保
険
者
の
数
に
乗
ず
べ
き
金
額

を
27
万
円
か
ら
27
万
５
０
０
０

円
に
、
２
割
軽
減
の
対
象
と
な

る
世
帯
の
軽
減
判
定
所
得
の
算

広域防災拠点整備事業用地

▽
館
林
市
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー

沈
砂
池
設
備
改
修
工
事
委
託
に

関
す
る
協
定
に
つ
い
て
＝
館
林

市
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
の
機
械

設
備
及
び
電
気
設
備
の
老
朽
化

に
伴
い
、
主
に
沈
砂
池
設
備
の

改
修
工
事
を
行
う
も
の
で
す
。

　

水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
流
入

さ
れ
る
汚
水
の
中
の
し
渣さ

（
ご

み
類
）
を
取
り
除
く
沈
砂
池
設

備
の
処
理
方
法
の
変
更
に
伴
う

機
械
設
備
及
び
電
気
設
備
の
改

修
工
事
を
行
い
、
施
設
の
長
寿

命
化
を
図
る
も
の
で
、
館
林
市

下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
に
基
づ
き
、
協
定
金
額

を
２
億
４
７
６
０
万
円
、
期
間

を
平
成
31
年
度
ま
で
の
２
か
年

事
業
と
し
て
、
地
方
共
同
法
人

日
本
下
水
道
事
業
団
と
の
設
備

改
修
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
＝
長

期
に
わ
た
り
家
賃
、
駐
車
場
使


